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カテゴリー:イベント                      令和６年８月９日 

 

県立文書館企画展 

「天体観測―歴史のなかの星と人びと―」を開催します 

 

 県立文書館では、9 月 14 日（土曜日）から 12 月 22 日（日曜日）にかけて、

企画展「天体観測―歴史のなかの星と人びと―」を開催します。 

 本企画展では、日本の歴史における人びとと星の関わりを収蔵資料から読み

解いていきます。人びとは、星をどのように捉え、どのように書き描いたのか。

そして、それらが人びとの生活のなかにどのように取り入れられ、位置づけら

れてきたのか。歴史学以外の視点も取り入れ、現在の私たちとは異なる星との

関わり方について考えます。 

 １ 展示構成 

 はじめに 星に祈る―星祭― 

  七夕は、私たちが星や宇宙を身近に感じる時です。また、星祭と呼ばれる密教の

法では、天変地異を除け息災延命を祈るために、星を供養します。展示の導入とし

て、星への祈りに関わる収蔵資料から紹介します。 

 〈主な展示資料〉 

「冬至星祭」（猪鼻家文書 313）  

 

 １．星を愛でる―文学― 

 星々は、文学作品のなかで、時に吉凶を示すものとして描かれています。その記述

から、当時の人びとの星や宇宙をどのように捉えていたかを探ります。 

 〈主な展示資料〉 

「源氏物語（まほろし）」（奥貫家文書 2992）  

 

 ２．星を読む①―陰陽道・易・占― 

 天体の観測、暦の製作、漏刻（水時計の管理）、陰陽（占い）を司る陰陽道は、江

戸時代になると民間において暦や方角の吉凶を占う民間信仰として広く社会へと定

着していきます。 

 〈主な展示資料〉 

〔九星生命吉神軒支表外卜占の書〕（新井（侊）家文書 23287）  

 

 ３．星を読む②―暦― 

 明治６年(1873)、明治政府は太陽暦を採用しますが、それまでの日本は、古くか
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ら月の満ち欠けをもとにした太陰太陽暦を用いてきました。その作成には、天体の

観測や計算が不可欠でした。 

 〈主な展示資料〉 

「改暦弁」（福沢諭吉著、平川家文書 1010-2）   

 

 ４．星を観る―天文学― 

  中国からもたらされた日本の天文学は独自の変容を遂げ、江戸時代に至ると、欧 

 州から新たな天文学がもたらされたことにより大きな転換期を迎えました。収蔵資 

 料から、江戸時代から現代に至る天文学の変遷を概観します。 

 〈主な展示資料〉 

「地動疑問録」（藤原淑蔭自筆、井上家文書 814）  

 

 おわりに―星を見た人びとの記録― 

  学問として天文に触れることはない人びとも、壮大な天体ショーに接した際には、 

 その様子を記してきました。本企画展の結びとして、現代に至るまでの星を見た人 

 びとの記録を紹介します。 

 〈主な展示資料〉 

伝染性流行病届之発期之記録（小林(正)文書 1663） 

 

２ 展示概要 

（１）会  期 令和６年９月１４日（土曜日）から１２月２２日（日曜日）まで 

（２）会  場 県立文書館（さいたま市浦和区高砂 4-3-18） 

（３）休 館 日 毎週月曜日、国民の祝日及び１０月３１日、１１月１９日～２８日

（４）開館時間 ９時から１７時まで 

（５）観 覧 料 無料 

（６）交通案内 ＪＲ浦和駅西口下車徒歩１５分、ＪＲ中浦和駅下車徒歩１８分 

（７）その他 
   ・状況により、臨時的に休館又は内容が変更となる場合があります。最新の情 

    報は、文書館ホームページを御確認ください。 


